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一

口

綴

作

叫

刈

中
村
比
古
先
生
這

蜻
蛉
や
水
輪
作
り
で
高
々
と

草
雲
雀
啼
く
だ
け
啼
い
て
夜
叨
け
た
り

そ
こ
は
か
き
族
の
っ
か
れ
や
捨
扇

青
柿
に
草
ひ
す
晝
の
深
み
け
り

せ
丶
ら
ぎ
ゃ
鶺
鴒
集
ふ
河
原
石

草
雲
雀
奥
山
深
Ｑ
一
軒
家

海
曇

り
心
せ

わ
し
き
蝉
の
聲

秋
冫
―

ろ
伊
豆
山
の
木
々
色

づ
け
り

畷
草
く
ゆ
ら
し
秋
立
つ
島
を
椽
に
見
っ

芋
燿
の
っ
乙
か
へ
し

ね
る
少
女
か
な

濱
風
に
海
女
吹

か
れ
居
り
水
著
干
す

砂
丘
烟
伸

び
後
れ
力

る
甘
藷

か
な

遠
っ
海

い
靜
シ

９
ゐ
乙
よ
鰯
雲

病
巣
の
じ
っ
と
垂

れ
居
り
湯
の
句
ひ

銀
漠
や
露
し
み
く

ｙ

族

ご
ろ

も

せ

。―
ぎ
に
苔
光
り
居

る
天
の
川

Ｓ

清
洲

草 縁 紫 渮 普 清
香 葉 煙 隆 雨 隆
紫
煙
清
洲
茴
彫
芳
月�

仝

人

正

人

芳
月

銀
河
澄
む
煙
硝
の
香
絶
え
し
よ
り

惜
別
の
さ
び
し
き
扇
鳴
ら
し
け
り

竿
立
て

ゝ
銀
漠
仰
ぐ
夜
釣
か
な

月
白
し
凍
し
砂
丘
の
西
瓜
畑

夜
の
秋
や
名
殘
舂
の
句
座
の
ふ
け
る
ま
し

吾
が
想
μ
彼
の
地
に
つ
な
げ
天
の
川

大
輪
の
朗
顔

に
友
偲
ぴ
た
り

凍
し
さ
心
湧
く
瀬
の
昔
や
天
の
川

置
い
た
や
う
に
停
車
場
が
あ
り
西

瓜
畑

新
凉
の
夜
の
風
勣
く
別

れ
る
か
な

銀
漢
や
信
濃
の
胞
の
澄
め
る
よ
’９

天
の
川
開
化
ゝ
へ
た
ろ
稲
架
の
上

銀
漠
や
山
容

か
ぐ
ろ
く
し
づ
ま
れ
る

引
き
上
げ
て
井
桁
を
？

ら
す
西
瓜
か
な

天
の
川
多
摩
の
流
れ
に
映
６
け
り

軸

捨
て
粂
ね
し
君
が
句
扇
や
秋
ｉ
な
る

明
日
立
ち
の
門
に
仰
５

皿
天
の
川

沖
荒
れ
の
涓
う
ね
ｂ

來
し
葉
月

か
な

黎
明
や
夢
の
中
な
る
草
雲
雀

潮
鳴
正
人
普
甫
潮
鳴
普
雨
原
口
東
岳
粕
谷
清
隆
正
人
潮
鳴
清
洲
普
雨
正
人
春
容
比
古

第
四
二
號

昭
利
十
年

‘
月
七
日
　
印
刷
納
本

昭
和
十
年
一
月
十
日
　
發
　

行

埼
玉
縣
南
埼
玉
郡
蒲
上
付
大
字
蒲
生
二
七
七
五
番
地

蒲
生
村
政
育
宕
代
表
者

編

叫
・
我

行

氣

印

刷
人

淺
　

見
　

精
　

一

郎

卷
　
　
　
　

頭
　
　
　
　

言

茲
に
昭
和
十
年
の
初
春
を
迎
へ
謹
ん
で
堵
詣
の
万
歳
と
國
遯
の
隆
昌
を
所
り
併
せ
て
村
民
各
位
の
御
健
勝
を
朧
循
い

鉈
し
ま
す
。

偖
て
皆
さ
ん
！
　
　

い
よ
い
よ
や
っ
て
來
ま
し
鉈
ぞ
！
・

異
口
同
音
に
叫

ば
粐
万
来
力
非
常
時
一
九
三
五
年
が
。
處
す

る
覺
悟
は
よ
い
で
す
か
？
　
　

吾
々
は
詛
先

が
築
上
げ
た

万
邦
無
比

乱
に一
体
の
枯
華
を
守
謁

す
乙
許
り
が
能
で
は
な
い
岡
盆
光
輝
あ
ら
し
め
れ
ば
な
ら
勁
重
貞
を
擔

り
て
居
ま
す

加
之
子
々
孫
々
卜
遐
し
て
は
忠
雲
善
良
の
指
前
者
で
有
ら
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い
。

斯
Ｑ
考
へ
来

る
特
今
午

呂

宗
日
と
て
は
有
６

之
な
い
。
か
て
て
加
へ
て
去
秋
の
凶
作
は
吾
人
の
経
済
・匚
一
大
打
撃
レ

加
へ
て
片
め
ま
す
。
思
へ
ば
多
事
名
難
の
竄
誠
に
痛
臘
の
極
み
で
す
。
さ
６
と
て
悲
觀
や
泣
言
で
は
打
問
　
出
来
よ
す

ま
い
。

憂

き
事

り
な
ほ
此
上
に
積
れ
か
し

限
り
あ
る
身
の
力
紀
め
さ
ん

の
意
気
で
猛
進
す

る
よ
り
外
に
途
は
な
い
と
信
じ

よ
才
。
先
づ
属
蘇
を
汲
ん
で
邪
気
を
お
っ
拂
ふ
叭
可
叉

維
煮
を
重

ね

匸
兀
氣
？
疂

ふ
も
可
ブ

ヤ
し
て
緊
褌
一
番
力
強
く
踏
出
口

つ
で
に
有
　
三
せ

ん
气

和
協
同
涵
主
義
で
理
想
郷
の
建
設

に
共
存
共
榮
の
そ
炉
爲
に
。
い
ざ
新
春

い
當
初
か
ら
。

一
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表
　
　
　

彰
　
　
　
耿

蒲
生
村
立
青
年
訓
練
所
　
金
子
正
三
郎

仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
熊
清
次
郎

右
ノ
者
日
常
具
面
目

こ
シ
タ
良
ク
出
席
勉
脚

シ
タ

″
Ｊ
他
ノ
摸
範
ト
ス
依
夕
之
ヲ
表
彰
丿

昭
和
九
尓
十
二
月
五
日

蒲
　
生
　
村
　
激
　
育
　
會

一 一

－ ＝ － i �

表

茴
生
村
誚
防
組

仝
　
　
第
二
部

仝仝仝仝仝

第
三
部

第
一
部

拉
二
部

第
三
部

第
四
部

彰

耿

紬

頭

決

見

金

一

郎

小
　

頭

岩

洲

羂

太

郎

小
　

朗

棍

川

市

人

郎

沿
防

手
　

中
　

野
　

梅
　

七‥

侑
防

手
　

繊

野

竹

次

郎

侑
防
手
　

須

賀

長

太

郎

清
防
手
　

中

野
四
五

右
術

門

二 Ｔ Ｔ

Ｓ　 等　 等

丶． Ｗ　ゝご

二 ここに.一二 二７こ･ 匸ここ

二

百
ご

Ｉ

二
元

守

（

三

等

）

消
防

ノ
進
歩

改
善

こ
カ
ヲ
竭

シ
他

ノ
規

範
ト

ス
ｙ

二
足

ル
仍
・
ブ

本
會

細
則

第
六

條
・
ｊ

リ
　

等

功
勞
章

ヲ
恥
皿
ジ

之

ヲ
表
彰

ス

昭

和
儿
尓

十
二

月
五

川

越

ヶ
谷
謦

察
暑
倅

内
誚

防
聯
合

介

総

裁
　

長
　
　

島
　
　

林
　
　

』牛

成
　
　
　

謝
　
　
　

耿

蒲

生

村

渭

防

組

陸
軍

特
別

大
演

習

並
地

方

行
幸

二
際

シ
警

衛
警

備

こ
協

カ

セ
ラ

い
タ

ル

ー
洵
一一
戚
謝

ノ
至

ジ

こ
不
堪

仍

夕
珪

二
戚

謝
ノ
意

ヲ
表

丿

昭
和

九
年

十
一

月

三
十
日

警

察
部

長
埼
ｍ

蒜
書
記
且

豐

計

見

喬
雄

水

田

裏

作

を

奬

む

稲
を
刈
取
つ

鉈
後
の
水
田
に
遉
當
な
作
物
を
仕
付
け
る
こ
と
は

土
地
の
利
川
を
坿
す
上
か
ら
も
、
勢
力
の
利
川
を
逕
む
る
上

か

ら
も
非
常

に
大
切
な
事
．い

の
つ
气

農
影
經
莟
の
改
善
上
、
又

地
力
？
増
逞
し
て
、
水
稲
多
牧
穫
を
割
１
る
時
當
然
考
へ
な
く

て
は

な
ら

な

い
問

題
で

あ
ｂ
ま

す

。

特

に
昨
年

の
様

に
米

や

蔬

菜
の
減

收

の
時
、
狗

更

他

に
何
等

か
の

方
法

に
よ
っ

て
収

人
の
插

ひ

白
っ

け

ね

ば
な
ら

す
、

其

の
爲

に
は
當
然

土
地

な
ｈ

勞
力

な

り
に
、
無

駄

の
な

い
稲

匚
心
懸

け

て

行
か

ね

ば
な

６
４ぷ
甘

ん
。

一

蔬

一

梨

果菜 献

壹 壷

蒲
　

生
　

村
　

農
　

曾

田
裏
作
や
桑
園
の
間
作
の
奨
励
に
努
力
し
て
ゐ
る
の
で

あ
６
ま

す
。
我

が
蒲
生
付
�

、
水
甲

二
百
余
町
歩
の
内
、
裏
作
可
能
而
積
は

約
二
百
町
歩
で
あ
り
ま
Ｌ
力
が
耕
地
位
理
完
成
後
は
増
加
了
乙

上
錣 鰒

右
昭
和
九
年
十
月
十
八
日
畏
く
も

天
皇
陛
下
　
　

埼
玉
縣
ド
行
幸
の
仙
本
邸
農
好
よ
り
鰍
卜
願
出
候
庭
幸
に
御

慕
細
放
浪
飮
是

れ
企
く
冷
泉
仰
脱
勵
の
思
召
に
外
な
ら
ず
本
郡

山
も
指
先
塋

之
に
過
こ
こ

ら
の
饂
之
誠
に
渋
激
不
堪
に
候
分
段
御
披
露
申
供

蒲 南

埼
　
玉
　
猖
　
雌

生
　

村
　

晨

曾言

長長

の
で

す
一
い
現

在

裏

作

に

利

川

せ

ら

れ

て

ゐ

る

の

は

僅

少

で

ま

だ

く

作

付

出

水

糾

る
否

作

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

肩
土

地

屮
多

い

の

で

あ

り

ま

す

皆

さ

八
長

付

不

况

好
す

凶

作

刀

筏

で

す

、

肘

一

肘

御

精

．詣

な

Ｊ
卜・
れ

昨

秋

の

降
�

の

だ
・
气

又

は

稻

、Ｊ
收

納

屈

れ

．兄
作

付

の

好

機

鈩
尨
　

・
た
方

々

・
ふ

心
懸

と
考
へ
方
如
何
は
や
が
て
ご
匙
經
茴
（

上
に
重
四大
な
　

贍
靠
作
物
か
ら
取
か
か
つ
て
牧
入
増
加
の
た
め
御
努
力
卵
ら
ん

結
築
を
も
穴
ら
す
乙
と
き
八
り

ま
す
の
で
今
日
國
を
舉
げ
て
水
　
　
こ
と
を
ふ
奨
め
致
し
三
す
。

三
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一

談

話

室

一

本
誌
三
頁
に
掲
載
御
披
露
申
し
ま
し
た
跟
卜
荏

采
の
中
、
慈
姑

一

は
本
村
東

組
中

野
佐

七
氏

の
謹
作

品
で

あ
り
ま
す
、

｝
』
の
名
昏

・

こ

の
光
瑩
啻

に
同

氏
御

一
家

の
み

に
と

ど
ま
ら
す

、
叉
以
て

我

が
村

の
光
榮

と
す

る
所
で

あ

り
ま
す

◇

十

月
二
十

七
日

東

穴
帝
�

大

學
長

學
部

大
賀

】
郎
先
住

來
行

せ

ら

れ
翌
戸

に
於

け

る
天

王
迢

に
就

て
品
種

の
特
性

を
細

か
匚
御

’

調

査

を
な

さ
れ
、

生
育
・の
状
況

を

ス
ケ
ッ
チ
又

寫
具

に
お
撮

り

に
な
ら

れ
ま
し

た
先

生

は
巡
の
品

種

に
就

て

は
特
に
御
研

究
深

く

天
王
巡

の
沿

革

に
就

い
て

申

さ
る

る
に

天
王

巡

を
栽

培
す

る
は
東

武
地
方

の
み

に
隕

石
他
に

は

な
ぐ

早
採
栽

培

を

な
す
も

の
を
國

に
相
常

あ

る
も
皆
他

品
種
な

り

（
近

年

九
州

、
中
國

地
方

に
和

根
の
輸
出

若
干

ゐ
り

）
　
　
　

一一

而
し

で
共

の
紀

元

は
明

治

二
十

年
頃
北
足

立
郡

新
旧

村
清
右

・

工

門

新
田

二
二
八
番

地
青

利
仙
誠
氏

（
現

主
源
誠

氏
い

咫

）
　一

が
千

葉

縣
鹿

野
山

に
譛
詣
の

歸
盜
木

更
津

に
於
て

逆
根

の
牧

一

穫

す
ノ・
を
見

物
珍

し
で

移
栽

を
ぷ
し

種

根
の
分
泌

方
を
乞

ひ

し

に
栽
柚
拘

し
末

に
と

い
事

ぞ
の

特
に
そ

の
た
ま
歸

’。’
光

年

更

に
行
う

持
水

Ｑ
　

地

力
川

ｔ
　
泣

歩
栽
柚
し

じ

‥
加
東

。瓦

地
方
天

王
澆

栽
培

の
創
始
�

し
・‐・
肬
後
蕃

殖
附

近
　

帶

に
栽

培

す

タ
ソ

下

り
穴

り

ご
い

ふ

Ｔ
木
亘

津
附
近

に
は
明
治

二
十

一

五

年
頃
天
王

媼

の
栽
培

は
韜

へ
現
在

に
全

く
影

を
認

め
な

い

Ｉ

き
い
ふ
）

我

鈩
蒲

牛
村
へ

は
大
正
四

年

登
戸

ヅ
昨
竹

次
郎
氏

が
卜
祐

工

門

新
剛
本
木

典
七
氏

。
川
川
氏

い
生

家
）

よ

り
持

皋
‐い
東

高
行

二
八

一
五

番
地
皆

畝

十
九
歩

戴
培

卜
で

二

普

友
し
川
心

力
石

況

を

見

る
に
及
Å

仁

屮
で

あ

に
ま

す

◇

十

一
月
十

六
日
午

後
一

時
但
介

加
川

介
３

れ

そ
し

た

次

の
議
案

が
可

決
・ｊ
’れ

ま
し

た

ご
『
昭
和

九
年

賠
木
紂

歳
入
寇
出

氾
加
採

算

二

、
橋

梁
架

設
工

事

施
行

に
關
万

る
件

三
、

螺
娃
祐
助

巾
請

の
什

四

、
寄

附
を
恟
々

件

五

、
寄
附
受

入

に
闘
す

る
件

◇

－ � I = � = �� ■¬ ■ = -
�

Ｉ

埼

玉

縣

内

壯

ｒ

に

し

て

（

ル

ビ

ン

鐡

道

第

三

聯

隊

へ

入

荷

す

る

Ｉ

も

の

三

十

名

を

淺

見

村

長

が

引

卒

し

て

十

一

月

二

十

三

日

東

京

一

騨

出

荷

仝

二

丈

五

日

廣

島

練

兵

場

に

於

て

無

事

引

霞

を

了

し

ま

Ｉ

Ｊ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

１

７

十
月
二

十

八 ◇
日
左

の
逎

り
現
役
兵

證
書
第

一
補

充
丘（
阻

書
が

交

付
せ
ら
れ
ま
し
刧

�

現
役
兵
證
書

秋 企 金 井 中 大 井

山
　

誘

名

大

熊

渮

次

郎

淺田 全

見
　
酉

子
　
爲

熊

喜

代

蔵作 彦

入

嵒

部

隊

入

茴

期

日

近
衛
歩
兵
第
一
聯
隊
明
和
九
年
吉
川
１

日

歩
兵
箘
三
聯
隍

飛
行
第
彑
聯
除

沂
衛
野
砲
兵
聯
隊

昭

和
十

年

一

月

廿

口

‐‐‐

μ昭
和
十

年
一
月

廿
日

夕ぷ

須 森

賀 田

藤 万

吉 成

（
ｔ
）
第

一
補

充

兵

護

書

浅 野 金 加 野 中 細 植 澁 鈴
木

又

兵

沼 竹 谷

善 一

野

洵

訳

本藤
　
仁

子

俊

五

見 本

◇.光 宗

三 治 郎 刧 渮 郎 吉 二 基 衛

關

東
軍
野
戦

重
砲

兵
第

九
聯

隊
心
和
十
年
胃

關

東
軍

竃
信

卵
三
大
隊
　
　
　

″

輜
重
兵
特
務
兵

野 々 〃 〃 〃 歩 ぶ́
鉋　　　　　　　 兵
兵

叫
戦

重
砲
兵

昨
年
刀
徴
兵
仰
有
合
格
者
甲
井
田
吉
松
、
大
能
匸

太
郎
（
病
気

の
爲

に
二
　
一
日
歸
眉

）
中
野
五
郎
、
井
出
千

以
、
金
子
三
郎

右
絹
叫
の
五

君
は
十
一
月
二
十
九
日
叉
金
戸
庄
三
郎
首
に
十
二

卩
十
月
十
民
多
刎
に
迭

ら
れ
勇
躍
入
茴
地
匚
向
つ
て
山
發
致
し

卜
し

瓦

◇

ｊ
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一 一 一

一 一 一 一一

昨
年
一

月
入
誉

以

来
軍
務

に
精
勵
せ

ら

れ
ま
し
力
中

野

二
三
男

鈴
木

片
蔵
両

君
は
十
一

月
三
十

日
森
�

伊
菽
・君

は
十

二
月
十
日

無

事

満
期
除

隊
せ

ら

れ
ま

し

た

◇

我

が
蒲
生

村
出
身

の
在

瞥

者
の

所
屑

部
隊

は
十

二
川
十
五

日
調

次
の
通

り
で

あ
ｂ

ま

す

斎 植 金 間

雌 竹 子 根

政 旄 啓 治

代

四君
　

赤
羽
工

兵
第

一
大
隊

第
一
中

隊

三
・君
　

台
灣

宜
蘭

守
備
隊

臓
君
吉
君

金

子

秋

一

郎
君

尾
ヶ
并
　
新
次
郎
君

中

野

健

井

田

吉

臓
君
松
君

中
　
野
　
五
　
郎
君

金
子
三
郎
右
衛
門
君

并
　
田
　

粂
　
蔵
君

卯
節
欲
南
歩
兵
第
七
言
聯
隊
第
三
中
隊

法
洲
涙
遣
軍
四
平
街
歩
兵
墜
二
十
三
聯

隊
第
七
中
隊

軍
艦
八
雲
第
一
分
隊

東
京
寵
布
歩
兵
第
三
聯
隊
第
十
一
中
隊

第
一
班

仝
　
　
　
　
　
　

第
七
中
隊
第

｝
班

清
洲
派
遣
　
局
子
街
村
川
部
浤
第
六
中

仝仝 仝 隊

″
　
　
　
　
　

第
五
中
隊

″
　
　
　
第
二
機
關
銃
隊

新
站
村
田
部
隊
第
三
中
除

聯
隊

第
１

中
隊
第

二
班
　
　
　
　
　
　
　

一

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

入
茴

兵
健

全
所
願
祭

が
泰
叩

司
試

行
主

催
で
十
二

月
二

日
越

ヶ

‐‐

谷

町
小
學

校
応
分

で
行

は
れ

ま
し

た
、

友
付
で

は
徳

代
で
金

子

．

庄

三
郎
君

が
卷
列

致
し
ま

し

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご

悟

子

正

三

郎
君
　
束
京
市
麹
町
ド
ヤ

リ

リ

厂

コ

聯
隊
第
１
中
隊
第
二
班
　
　
　
　
　
　
　
こ

林
平
氏
に
よ
っ
て
饂
行
せ
二
れ
と
し

た
日
頃
斯
辷
に
乱
心
な
組

員
の
動
作
や
操
法
に
實

に
見
事
で
着
々
設
備
の
改
善

ヤ
ご

す

め

さ
る
る
等
極

め
て
成
績
仕
良
で
慶
賀
に
堪
へ
な
い
と
い
諾

詐

を
得
ま
し
た
紆
っ
て
岩
頭
に
拐
け
た
る
如
く
大
演
脅
荳
圸
方
行

幸
に
ご
し
弓
術
警
伽
に
協
力
せ
ら

紅
々
乙
戚
謝
侃
及
表
彰
耿
並

に
功
勞
章
の
授
與
が
あ
’り
ま
し

た

◇

本
年
度
我
が
村
の
北
丁
は
四
十
名
で
あ
り
ｊ
ｊ

去
る
十
二
月
八

日
越
ケ
谷
町
小
亭
校
に
於
て
ト
ラ

ホ
ー
ム
及
花
柳
・悩
の
揄
診
が

施
行
せ
ら

れ
ま
し
た

幸
に
叭
花
柳
病
者
は
一
名
叺
）な
く
ト
ラ

ふ
Ｉ

ム
忠
者
パ
僅

匸
二

名
あ

る
の
八
で
あ

い
ふ
し

た

十

二
月
六

日
消

防
組

力
貼
倍

加
小

學

校
庭

に
於
イ
附

縦
官

長
島

‐‐。

← － a a - ･ -  - = ･ = ･ ＝ - - - - - ･ ･ I - �� ･ - - ■¶ w =
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”
Ｘ

一
教

化

彙

言

―

’

ｔ
一
ふ
二
月

分

�

小
翠
校
便
り

祁
吐
参
拜
　
十
一
月
一
口
各
字
毎
に
行
ふ

一
斉
考
査
　
算
術
一
斉
考
査
十
一
月
一
日
行
ふ
成
績
優
良
者
中

野
寺
宵
外
八
十
二
名

明
治
節
肩
賀
式
　
十
一
月
二
日
午
前
九
時
中
村
助
役
、
小
池
逞

査
参
列
し
て
舉
式
校
長
よ
り
講
話
あ
ｂ
’

東
北
學
事
肩
縦
　
十
一
月
五
日
よ
り
十
目
こ
で
校
長
東
北
地
方

學
事
及
凶
作
地
肩
穿
了

体
育
デ
ー
　
十
一
月
五
日
球
技
分
重
に
た
る
体
育
を
行
ふ
中
に

も
部
落
封
抗
の
ド
ッ
チ

ダ
ー

タ
、
職
員
封
高
等
科
の

″
ヱ
ヶ

ツ
ト
ボ
ー
戸
は
而
白
か
り
き

い
な

ご
取
り
　
十
月
中
一
同
及
十
一
月
六
日

い
な
ご
収
り
を
な
・

す
計
一
石
九
升
代
金
六
回
五
拾
四
錢

巴

衛
生
デ
ー
　
十
一
月
九
日
校
舎
内
外
の
大
掃
除

を
行
ふ

家
事
裁
縫
研
究
會
　
十
一
月
十
二
日
越
ヶ
谷
部
内
各
枚
主
任
十

五
名
參
觀
す
　
第
一
時
公
開
激
授
　
第
二
時
尋
四
裁
縫
（

毛

利
訓
導
）
蕁
六
裁
縫
（
荻
野
放
員
）
第
三
時
高
等
科
家
事
（

一一 一 一一 一一 ��一
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｡
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‐
｡

‘

‐
'
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‐

‐

ｒ
ｌ
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１

・

―

―

―

野
中
訓

導

）

脆
研
究

激
授

を
行
μ

午
後

口
批
・評
會
今

催
す

千

莖
縣
下

學
事

硯
察
　

十

一
月
十
二

、
四

日
川
邉

訓
百
出
肌

寸

行
幸
遙

升
式
　

十

一

月
十
八

日
畏

７
わ
　
　
天
皇

陛
下

大
穴

氷

川

紳
帆
埼
玉

縣
瓲

に
行
孛

薤

ば
ろ
本

村

け
各
種
川
俸

ご
丱

に

小
亭

佼

に
遥

外

式
を
行
へ

氷
川

紳
壯

に
賜
ｈ
た

る
勅

謡
引

率

贖
峭
ぶ

の
萬
俗

了
三
唱
し

耻
こ

天

覧

戊
績
品

人
息
　

啓
石
腮

晝
　

羂

山
唯
屶

ド
イ

ツ
人

爵
憎

什
　
レ

ー
月
二

十

日

ド
イ
ツ
人

よ
り
囚

隍
『
片
縋

こ

プ

越

ヶ
谷

高
竒

ド
ッ
ｆ

ボ
’

ル
及

成
結

品
展
回

介
　

十

．
月

廿
四

日
単

行
入
賞

者
　
�

一
岡

穴
柚

竹
和
男

、
・曹
二

誚
谷
利

和

、

高
一

手
工

中
行
宮

友
代

蔵
育
講
習

會
　

卜
一
月

廿
五

日
趙

ヶ
谷
へ
回

膝

、
野
中

、
毛
利

訓
瘴
出

席

す

校
内
妍

究
叙

授
　

卜
二

目
廿

八

卜
野
中

訓
・靡
づ
ニ

ノ

ー
算

術

を

行
ふ

峭
歐

參
拜
　

十

二
月

一
日

校
長
曾
　

十
二

月
四

日

兄

童
成
紐
品
屐

覽
分
　

峭
謁

院

大
匳
品
評

介

、
倣
老

气

高

等

科
兄

童
眥

兄
招

待
分
十

．
月
七

日
舉
行

す
宵

弱
地

ｊ

り
口
収

七
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（

－

民
（

秋
山

、
齊
藤

）
闘

語（

川
澄

、
松

本

）賤
學
（

川

澄

、
黒

�

具

業

、
理
科（

荻

島

）
武
道（

秋

山

。齊

藤

、黒
田

）

皆
勤
者
　

森

田

方
二

。
井
上

良
太

郎
、
森

川
一
年

、
内
海

亀
吉

森

田

哲
雄
、
上

野
拙

八
郎

、
田

熊
亀

之
助

、
森
川

文

右
衛
門

鈴

木
全
三

郎
、
谷

塚
夏

吉

、
浅
見

義
雄

、
浅
見

鯵
代

帛
青

年
訓
練
所

訓

練
日
　

九
日

間
（

十
『

十
二

月
中

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

消
防
に

盡
力
　

十
一

月
五

日
訓

練

時
雨‐
伊

原

に
小

火
　

６

金
子

一

（

新

、
誠

）兩

指
府
員

直

に
生
徒

を
指
揮

し
渭

火

に
つ

き

め
同

＝

所
よ
６
戚

謝

の
書

状

を
よ

せ
ら

れ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝

納

米

の

紅

白

の

餅

お

し

ろ

こ

’ｙ

試

食

な

し

兄

童

の

學

惑

、

晋

一

藤

先

生

の

講

話
ヽ

柳

亭

の

百

面

相

に

興

’と
坩

廴

午

後

四

時

半

一

盛

曾

裡

に

終

了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐‐

袍

護

院

大

根

競

作

入

賞

者
　

一

等

凉

．九
晋

藤

一
男

、

二

等

ぜ

五

・

榊

谷

輝

雄

、

高

一

開

根

み

や

、

三

等

淺

睛

甲

子

男

外

十

二

名

貯

金

デ

ー
　

十

二

月

一

日

、
十

一

口

、

廿

一

日

衛

生

デ

ー
　

十

二
月

十

四

目

校

舎

内

外

の

大

掃

除

を

行

ふ

讀

方

一

冊

考

査
　

十

二

月

十

三

日

行

ふ

成

績

優

良
　
　
　
　
　

・

宣

習

地

牧

納

米

検

査
　

十

二

月

十

四

旦

一
俵

行

ふ

漬

物

講

習
　

十

二

月

十

五

日

農

事

試

験

場

に

行

は

わ
野

中

訓

府

出

張
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

激

員

剣

道

會
　

十

二

月

十

五

日

午

後

越

ヶ

谷

校

に
開

く

校

長

及

齊

藤

訓

導

出

席

及

本

村

少

年
�

の

少

年

武

道

分

行

ふ

師

範

學

校

長

参

眦
　

十

二

月

卜

七

日
有

元

帥

範

學

校

長

は

高

木

訓

導

を

同

件

し

本

校

の

特

育

官

際

を

参

該

し

懇

切

な

る
指

導

‐‐‐

を

な

す

第

四

時

公

川

数

授

（

季

級
一

第

五

時

凉

四

以

上

の

公

間

数

授

の

絡

６

て

搆

評

介

（
ｔ
）
公

民

吊

校

便

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐‐‐‐

始

業

式
　

十

二

月

】
日

授

業

開

始

す
　

學

湃

擔

任

は

修

身

、
公

」

高
崎
市
郊
外
野
茴
　
十
一
月
十
六
目
、
十
七
凵
、
十
八
日
ご
三

日
間
埼
玉
外
五
縣
の
聯

忰
青
年
の
野
營
に
參
加
す

御
親
閲
　
十
一
月
十
じ
日
秋
山
主
事
外
五
名
高
崎
市
練
兵
場
に

於
て
御
親
閲

’ｙ
仰
ぎ
参

る
威
泣
す

査
閲
　
十
一
月
廿
五
日
大
相
役
校
に
き
て
菠
倥
、
川
柳
、
人
相

模
三
ヶ
村
訓
練
所
受
閲
す
　
奇
咽
官
宮
水
巾
隍
　
出
店
者
秋

山
主
事
外
四
十
五
名
中
村
助
役
、
中
亙
川
長
鵞
列
す
　
出
川

及
備
品
共
優
良
に
し

ふ
只
詞
さ
る

生
徒
賞
詞
者
は
金
子
庄
三
郎
、
ノ
獵
渮
次
郎
．
金
子
佩
逶
、

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

澁
谷
吉
長

雇
傭
主
に
し
て
雇
人

を
よ
く
出
窩
致
き

官
よ
り
左
記
の
方
に
卮
謝
状
贈
ら
る

れ
仁
乙

．ｔ
よ
ｈ

介
問

川
島
春
吉
氏
、
鈴
木
６
よ
氏
、

終
了
證
書
授
與
　
十
二
月
五
口

金
子
正
三
郎
、
大
熊
茴
次
郎

に

冫
　
　
　
　４
ｆ

清

村

霽

馘

氏

、

中

村

暗

彦

氏

、

中

尾

參

泣

氏

、

駒

餡

新

古

氏

・

、…

・
ｊ
Ｓ

３ゝ
’４
　

’
ニ`
ー
丶

終
了

證
害

授
與

せ
ら

る

皆
勤

者
　

中

野
彌

吉
、
田

中
延
十

、
小

林
豊

吉
、
金
子

柎
古
、

大
熊
利

乎
．

中
野
了

、
谷

塚
夏

方

、
漉
谷

富
一

郎
、
鈴

木
銷

次
郎

、
澁
谷

武
一

、
金
子

金

太
郎
、
須

賀
長

次
郎
、
尾

ヶ
井

忠

作
、
濱

野
繁
輔
、

大
熊
清

次

郎
、
金
子

正
三

郎

�

男

子
青

年
團

便
り

御

親
閲
豫

行
演

習
　

十

一
月

七
卜

稻
壁
中
學

校
に
於
て

行

ふ

幹

事
會
　

十
一

月
十

三
日
本

年
は
品

評
會

を
省

く

御

親
閲
　

十
一

月

十
七
日

高
崎
練

丘（
場

に
於
て

令
子
愽

、
中

野

保
夫

、
株

竹
茂

雄
御
親

閲

を
仰

ぎ
奉

り

Ｉ
同

臘
泣
す

（
ｔ
）女
子

青

年
團

便
り

御

親
閲
　

十
一

月

十
七
日

高
崎
市

練
兵
場

に
於
て

野
中
弘
子

、

佐
膝
あ
い
御
衣
閲

’ｙ
仰
ぎ
奉
犬
以
泣
す

倣
老
會
　
十
三

月
七
卜
小
學
校
と
合
同
し
ご
催
し
祀
念
八
湯
呑

ぴ
宿
り
お
ふ
ろ
乙
の
接
待
を
な
す

處
女
の
友
曷
覽
す
　

十
一
月
、
十
‐‐
尸
册
泣
ヽ

條

賀

新

年

ｆ
陬

か

仁

ｊ

．’兀

冫

、
蒲

生

村

教

育

曾

蒲

生

村

農

曾

蒲
生
信
用
三
五
組

合

役

驥

員

一

同



心

時
報
會
計
報
古

牧
入
之
部

一
会
五
拾
圓
也

一
金
四
捨
圓
也

一
金
拾
五
口
也

一
金
式
圓
也

一
金
四
捨
回
也

収
入
合
計
金
壹
百
四
捨
七
円
也

支
出
之
部

一
金
八
捨
七
圓
六
拾
麥
錢
也

一
命
拾
壹
円
五
拾
錢
也

一
金
拾
圖
八
捨
銭
也

一

企

扮
圓
八
拾

銭

也

一

金
八
開

式
拾
五

銭

也

一

金
式
円

則
拾

錢

也

一

金

四
拾

銭
也

（

昭

和

九

年

分
）

蒲
生
村
よ
り
補
助
金

菠
生
信
販
躊
組
合
よ
り
祐
助
金

蒲
生
村
農
會

Ｊ
り
仙
助
金

使
竹
豆
蔵
君
よ
６
欝
附

緇
輯
郤
員

’一了

方
附

昭
和
八
年
度
不
足
分

特
報
芬
三
十
八
號
印
制
火

時
報
尽
三
十
九
読
印
刷
費

時
報
第
四
十
號
印
刷
費

時
報
信
川
十
一
読
印
刷
毀

寫
紅
版
二
ヶ
代

郵
便
切
手
代

明

け

ま

し

御
芽
出
度
う
御 て
座

い
ま
す

蒲

生
村
時
報

も
御

陵
様

行
六
才

四
年

を
辿
ひ

ま
し

气

過

去

七

自
省

い
た
し
ま

す

ご
實

に
お
恥

し
い

次
第
で

あ
り
Ｉ
で

。

昭
和
十

年
の
初

春

を
機
曾

に

Ｉ
層

可
兄

が
つ
二

浪

士

隘
�

命

に

編

雌

す

る
つ

も
り
で

あ

今
ま

す
か

ら
背
漾

々
誼

。
ブ

川
し
召
し

改

良

の
御

意
見

が
あ

り
ま
し

穴
ら

ど
し

／
‐ヽ
～
御
注
八

を
回
ひ

た
う

存

じ
ま
す
昭
和
十

年
一
月
元

皿

蒲
生
村

激
育
介

内

蒲

生

村

時

報

編

・輯

部

一
篤
志
寄
罔

中

野
源
之

刧
氏

よ

り

小

作
校

へ
裁
縫
用

枡
川
四
大

枚
企
芫

同

也

奥
野

英

俊
よ

り
　
小

吊

校
運
動

曾

へ
今
式
圖

也

中
尾

參

造
氏
よ

り
同
　
　
　
　
　
　

牛
紙

一
／

孚
井

庄
吉
氏

よ

り
同
　
　
　
　
　
　

風

船
十
佃

協

立
舍

よ
り
　
　

同
　
　
　
　
　
　

他
日
新
聞

川
小

旋
三
百
曹

本

- = = =

支
出
合
計
金
壷
百
參
拾
壹
圓
七
扮
八
銭
也

差
引
残
金
拾
五
回
貳
拾
貳
錢
也

右
之
逎

ジ
ェ
候
也

昭
和
十
年
一
月

蒲
生
村
時
報
曾
計
係
　
荻
　
　
島
　
　

力
　
　
蔵

／

埼
玉
縣
穀
物
協
會
で
十
二
月
一
日
昭
和
九
年
度
産
米
の
取
引
格

差
を
次
の
邏
り
發
表
致
し
ま
し

鋩

九昭
尓
産和 定

等
級

等 五 四 三 二 一

外 等 等 等 等 等

米
　
取

水

稻

粳

五

十

錢

上

三
十
五
錢
上

二

十

錢

上

標
　
　
　
準

二
十
五
錢
下

六
恚

錢
且
下

引
　

格
　

差
　
（

壹
俵

建

）

水

稲

擂
　
］
　陸
稲
粳
擂

九

十

銭

上
一

略

七

十

銭

上
一

四

十

銭

上

一

標
　
　

準

．

四
十
錢
上以
下

告

浦
洲

獨
立
守

備
隊

へ
入

荷
中
の

歩
丘（
上

等
兵
開

松
戸
一

郎
君

は
昨
年

十
二

月

十
四

日
間

島
省
明

月
帰
京

方
の

戦

闘

に
於
べ
頭

部

に
貫
通

銃
創

を
受

け
名
号

の
戦

死

を
逹

げ
た
り

茲
に
村

民

を
代
表
し
謹

ん
で

哀
悼
の
意

を
表

す

昭

和

十

年
一

月
　
　
　

蒲
　
　

生
　
　

村
　
　

長

■ ¶ - = ¬

謹新　 賀

蒲

生

村

々

曾

議

員

一

同

荀

生

村

役

場

吏

匸

一
同

耕
　
諳
　
整
　
理
　

紕
　
介

在
郷
軍
人
作
　
蒲
生
村
分
會

蒲

生

尋

常

高

等

小

撃

閥

蒲

生

村

立

青

年

訓

練

所

｡‘‐。

‘
　
ａ
r
s
　
'
‘’
r
「

‘
.
j
L
　
g
a
3

年
　
　
　
　

自
山
　

バ
囗
　

’が
　

コ
卩
　

自
　

い…卩

蒲

生

村

女

子

青
年
園

役
犒
員
一
同



ご 丶･、
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霜
や
降
る
月
の
亮
や
山
羊
の
鳴
ぐ

御
火
燒
に
ほ
て
り
し
顯
を
な
で
に
け
り

枯
芦
や
小
塞
き
風
に
舟
を
操
る

霜
夜
更
け
て
颪
身
に
し
ひ
苺
舎

び
な

枯
芦
の
山
岸
側
は
日
蔭
げ
６
ね

色
變

る
霜
焼
け
菊
の
日
毎
か
な

御
火
焼
の
火
の
臼
ど
つ
よ

川
れ
け
６

白
菜
の
霜
に
練
ら
れ
し
畑
か
な

鷺
飛
び
で
亦
靜

か
な
６
霜
河
原

御
火
鐺
の
森
黒
々
と
火
の
子
湧
く

初
霜
や
榜
籾
殻
の
白
々
ご

枯
芦
に
ひ
ね
も
す
風
の
渡
り
け
り

酉
の
市
弊
則

ら
か
に
熊
手
回

り

枯
芦
に
陽
の
か
た
よ
り
し
入
江

か
な

御
火
焼
や
宮
の
（
背

赤
々
と

御
火
焼
や
ほ
こ
り
し
頸

を
輪

に
並
ぶ

中
村
比
古
先
生
迴

草
　
　
山

普芳 東 紫 清 東 普 栗 東 仝 普 令 汕卜普 朿

雨月 岳 畑 ほ 岳 雨 原 岳 人 雨 人 沛 雨 岳

一 一 一 一 一一
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御
火
燒
の
ぱ
ち
く

火
の
粉
ふ
ら
し

倥
り

御
火
燒
の
ほ
て
り
冷
た
る
夜
道
か
な

枯
芦

に
ふ
急
落
込
む
日
暮
か
な

寺
の
庭
霜
と
け
そ
め
て
書
静
か

大
霜
や
薄
ら
陽
が
朝
の
庭
に
あ
６

御
火
燒
の
歿
６
小

さ
く
明
け
に
け
り

霜
除
け
の
笹
白
々
ご
密
柑
畑

山
疲
れ
を
稻
芦
敷

い
て
憇
ひ
け
わ

枯
芦
に
水
の
偐

ふ
る
汽
笛
か
な

幕

舎
白
々
叉
銃

に
山
の
霜
夜

か
な

枯
芦
分
け
て
ふ
る
せ
に
涓
る
子
ご
ち
か
な

背
の
子
に
も
鈴
鳴
ら
さ
せ
て
酉
詣
で

軸

祐
夜
か
な
露
茴
の
夢

力
結
ば
れ
ず

枯
芦
に
鳰
の
波
紋
の
屈
き
け
り

枯
芦
の
疋

々
光
ら
せ
て
落
陽

か
な

森
逶
い
て
御
火
燒
の
火
の
見
ゆ
る
か
な

舟

力
灯
の
ち
ら
と
見
赱
け
ｈ
芦
枯
て

比 全 力 訝 覃 湾 東 清 清 芳 東 京 清

古 入 月 洲 山 洲 岳 隆 淺 月 岳 岳 洲

卷

頭

言

第
四
三
號

閤

昌

石

竹

�

濟

埼
玉
縣
皿
い
に
い
作
作
バ
バ
い
蒲
生
二
七
七
五
番

地

心
峠

豊
　

淺
　

見
　

精
　

一
　

郎

-

大
日
本
帝
固
に

民
と
し

て
附

與

さ
れ

た
懽
利

の
擁
駿
は
固

よ
り
結
構
な
こ

と
で

あ
る

が
、
こ

れ
と
同
時
に
當

然
履

行
す

べ
き
已

れ
の
義
務

を

怠
っ

て

ば
絹

済
ま
な

い
。
然

る
に
人
情
の
弱

陥
は
已
れ
の
権
利

の
主
張
に
の
み
こ

れ
っ

と
め
、

い
ざ
巳
れ
の
・
義
務

の
履
行
と

な
れ
ば
し
一
作ｒ

を

く
っ

附
け

て
見

た
り
售
一
。‥
を
並
べ
立
て

た
り
し

て
兎
角
逃

避
し

た

が
る
。
共

存
共

榮
ｏ

上

か
ら
誠

に
塞

心
に
堪

へ
な
い
の
は
、
已

れ
の
義
務

を

柴

さ
た
い
と
贊
で
あ

る
。

裃
問

が
惑

い
壮

介
閥
家
に
詞
し

て
巾

譯

が
た

い
と
。一ふ
ふ
念
慮
、
即
ち

義
務
他
念

が
川

頴
か
ら
次
第

に
遠
ざ
か
り
つ
つ

ｏ
ｏ
ｏ

り

冫
り
り
ｏ
ｏ
ｏ

り・
○
○
○
○

○
○
○
○
0
0
0
0

あ

る
こ
と
で
あ

る
。

お
け
て
も
納

枕
義

務
の
・
川

行
に
就

い
て
は
こ
の
恨
み

が
深
い
。
こ
の

陝
に
當

り
愛

寸
る
我
付
に
納
税
大
務

の
ふ
皿
大
た

る
こ

と

を
自
畳

さ
れ
た

一
部
の
人

力
が
椙
桁
り

剔
低
へ
て
部
落

的
に
ポ
ッ

ポ
ツ
納
枕
組
介
を
糾
織

さ
れ
て
来

た
こ

と
は
自
治
行
政

０
爲
に
も
囚
家
興

降

の
爲
に
も
寔

に
御
同

睡
の
王
り
で
虻

非
徇
片
米
こ
の
芙
瓜

を
全
村
隈

た
く
漲
ら
せ
た

い
も
０
で
あ
る
。
既

に
川

知
の
巡
り
狸

に
納
税
の
義
務

は

兵
役
の
大
務

と
飭

に
囚
民
の
亟
人

な
鍵

携
で
あ

る
。
一

卜
衣

忽
あ

る
北（
の
時
命
を
隋
し

て
忠
節
を
完

う
す

る
川

人
精
紳
と
川
六

時
中
滞
納
僣

怩

は
断
然
受
け

ぬ
八

二
ふ
不
断

の
努

力
姐
に
。‥
す

れ
ば
緊
張
し

た
納
税
覬
念

と
は
邦
家
を
思

ふ
黠
に
於
て
毫

も
軽

重
は
な
い
の
で

あ
る
。

畏

く
も
明
治
大
帝

の
み

さ
と
し
に

國

を
お
も

ふ
逧

に
二
つ

は
た
か
り
け
り

軍
の
場

に
た
っ

も
た

ゝ
ぬ
も
。
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